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うと市議会だより　第45�号 �

条
　
　

例

◆
宇
土
市
税
徴
収
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

౦
日
本
大

災
か
ら
の
෮
興
に
関
し
地
方
ެ
ڞ
ஂ
体
が
実

施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
ݯ
の
確
保
に
係

る
地
方
税
の
ྟ
時
特
例
に
関
す
る
法

の
施
行
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

・
施
行
日　

ެ
布
の
日

【
主
な
改
正
内
容
】

・
ӈ
記
ྟ
時
特
例
法
に
よ
り
෮
興
特
例
・
市
県
民
税
１
，
０

０
０
円
が
加
算
さ
れ
る
平
成
ùý
年
度
か
ら
平
成
úü
年
度
ま

で
の
間
は
、
集
合

収
の
う
ͪ
１
つ
の
ೲ
期
で

収
す
る

対
象
を
、
各
市
税
の
額
が
５
，
５
０
０
円
以
下
で
あ
る
場

合
と
す
る
。

◆
宇
土
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

　

本
市
の
中
小
企
業
の
振
興
に
関
し
、
基
本
理
念
及
び
基
本

方
針
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
݈
全
な
発

ల
を
ଅ
進
し
、
も
っ
て
市
民
生
׆
の
向
上
及
び
׆
ྗ
あ
る

地
域
ࣾ
会
の
実
現
に
د
与
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

・
施
行
日　

平
成
ùý
年
４
月
１
日

【
主
な
制
定
内
容
】

・
基
本
理
念

・
基
本
方
針

・
市
の

務

・
中
小
企
業
者
の
努
ྗ
事
߲

・
市
民
の
理
解
と
ڠ
ྗ

予

算

◆
平
成
２５
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

ࡀ
入
ࡀ
出
そ
れ
ͧ
れ
６
億
９
，
６
６
̔
万
２
千
円
増
額
し
、

૯
額
を
１
４
６
億
１
，
６
７
̔
万
̔
千
円
と
す
る
。
主
な

も
の
は
、
宇
土
市
地
域
の
元
ؾ
ྟ
時
交
付
ۚ
基
ۚ
積
立
ۚ
、

ி
ࣷ
ݐ
設
基
ۚ
積
立
ۚ
の
増
額
補
正
。

◆
平
成
２５
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

ࡀ
入
ࡀ
出
そ
れ
ͧ
れ
２
，
９
４
２
万
１
千
円
減
額
し
、
૯

額
を
ûÿ
億
４
，
５
５
７
万
２
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、

決
算
見
込
み
に
伴
う
保
険
給
付
費
の
減
額
補
正
。

人
　
　

事

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
（
任
期
３
年
）

　

ଜ
上　

ᏺ
　ོ

ࢯ
（
࠶

）

　


ଜ　

き
よ
み　

ࢯ
（
新

）

　

∁
　


　ࢠ

ࢯ
（
新

）

ฏ�� ୈ̍ճఆྫձ
　第̍ճఆྫ会Λ݄̎��͔Β݄̏̐·Ͱɼ�5ؒͷ会ظͰ։͠࠵·ͨ͠ɻ
　市ఏग़議Ҋとͯ͠ɼӉ市৬һఆྫͷҰ෦վਖ਼ͳͲྫؔ݅̕ɼฏ��Ұൠ会ܭ༧ࢉͳͲ༧ؔࢉ
��݅ɼਓݖ༴ޢҕһީิऀͷਪનͳͲਓࣄҊ݅̏݅ɼͦͷଞ্͕̒݅ఔ͞Εɼ͍ͣΕݪҊͷと͓りܾఆ͠·ͨ͠ɻ
　議Ҋͷओͳ༰Լهͷと͓りͰ͢ɻͳ͓ɼ議ܾ݁Ռ��ϖʔδʹɼ֤ҕһ会Ͱͷ৹ࠪ༰ɼ��ʙ��ϖʔδ
ɻ͢·͍ͯ͠ࡌهʹ

平成26年度予算総額　２４０億４,８１３万９千円
　　　　一般会計　　　　　　　　１３２億９,０００万円　　（137億5,500万円）
　　　　特別会計（７会計）　　　　８４億３,７８１万円　　（91億4,085万3千円）
　　　　企業会計（２会計）　　２３億２,０３２万９千円　　（6億2,342万1千円）
　　　　　　　　※企業会計は，収益的支出と資本的支出の合計
　　　　　　　　※今年度より，公共下水道事業が特別会計から企業会計に移行しています。

※各予算の（　　）内は，平成25年度当初予算額　
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ฏ�� 5݄ �5�

平成26年第̍回Ӊࢢ議会定例会　Ұൠ࣭問Ұཡද
発言順 氏名 質問事項（大項目） 掲載ページ

1  ɹޱ म Ұ
（1）� 市ࢪ設のར用者
（2）� ೝ，తোがい者
（�）� Ҭのϒϥϯυͮくり

̐

2 த ɹޱ ढ़  （1）� 職員の非ҧ事Ҋのະવࢭ対ࡦにͭいて
（2）� 安全・安心・ؾݩなまちͮくりにͭいて ̑

̏ և ɹ  ࢠ
（1）� 子Ͳものಡ書環境のਪ進にͭいて
（2）� ࢱαービεの上にͭいて
（�）� ௨学࿏のަ௨安全֬อにͭいて

̒

̐ ֽ 㟒ɹ  ࣏ （1）� 学校څ৯にͭいて
（2）� 生ଘݖをอোする生活อޢにͭいて ̓

̑  ୩ɹ ৽ ޗ （1）� 土事発にͭいて
（2）� ୗ員・۠長のબڍ活ಈ（ӡಈ）にͭいて ̔

̒ ฏ ɹߐ ޫ ً （1）� ધ川ଂ࠶生事ۀにͭいて
（2）� 本ொ̒ஸறंの土औಘのܦҢにͭいて ̕

̓  ాɹ ᷵ Ұ
（1）� ਫಓ事ۀにͭいて
（2）� 消費税増税にͭいて
（�）� հޢอݥにͭいて

10

˗ฏ��度Ӊ市Ұൠձܭॳ༧ࢉʢ֨ࠎ༧ࢉʣ
　༧ࢉ૯ֹはøúùԯĀó÷÷÷ສԁで，前度ॳ༧ࢉとൺֱすると，ֹۚで4ԯýóü÷÷ສԁのֹݮとなͬてい
ます。

අɹ
ʢࡀग़֓ཁʣ

༧ֹࢉ
ʢઍԁʣ ग़ͷओͳͷࡀ

ٞ ձ අ
���3��
	��00��


ٞձӡӦʹ͏ܦඅ

૯  අ
�3�����
	��0�0��


ަ௨҆શରܦۀࣄࡦඅɼ৽ެަڞ௨ӡܦߦඅɼՈશ౩ௐ࣮ࠪࣄࢪ
අܦγεςϜࢉɼ৽ిۀ

ຽ ੜ අ
���3��0
	�3��0�3


ɼอҭॴӡӦඅෛ୲ۀࣄαーϏεࢱऀɼোۀࣄۚڅࢱ࣌ྟ
අܦ

Ӵ ੜ අ
������
	�0�00��


ೕ༮ֶࣇಐఆظ༧छۀࣄɼ͕Μݕ֤छݕۀࣄɼഇغݮ
ྔԽରۀࣄࡦ

ྛਫۀ࢈අ
�0�03�
	������


ਓɾղܾਪ進ۀࣄɼਫ࢈ػڅڙอશۀࣄɼଜूམ
උ୯ಠۀࣄ

  අ
3�����
	33����


தখۀا༬ୗ༥ۀࣄࢿɼॅϦϑΥーϜॿۀࣄɼӉϚϦーφ
ᔱᕕܦඅ

  අ
��3���
	������


ಓ࿏ҡ࣋Ұൠܦඅɼڮྊण໋ԽܦۀࣄඅɼެࢁԂආಓඋࣄ
ۀ

ফ  අ
�3����
	��3���


ফஂܦඅɼӉҬ࿈߹ෛ୲ۚʢফඅʣɼආಓඋۀࣄ

ڭ ҭ අ
�����0�
	��3�3��


গਓࢦಋରۀࣄࡦʢখɾதʣɼதֶߍୈ̎άϥンυ༻औ
ಘඅɼबֶԉॿܦඅʢখɾதʣ

ࡂ  ෮ چ අ
��
	��


ۀࣄچ෮ࡂ

ެ ࠴ අ
�0�����
	�0�����


ࢠɼརۚݩ

ॾ ࢧ ग़ ۚ
�
	�


ී௨࢈ࡒऔಘඅ

༧ උ අ
�0000
	�0000


༧උඅ

˞֤༧ࢉͷʢɹɹʣɼฏ��ॳ༧ֹࢉ
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うと市議会だより　第45�号 4

Ұൠ࣭

市
ࢪ
設
ͷ
ར
༻
ঢ়
گ
ʹ
ͭ

͍
ͯ

問　

地
域
の
方
か
ら
「
あ
じ
さ
い

の
౬
」
の
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
と

よ
く
聞
く
が
、
実
際
の
利
用
状
況
つ

い
て
。

　

平
成
øü
年
度
の
利
用
者
は

̔
６
，
５
̔
６
人
。
平
成
øþ
年
度

６
３
，
９
９
２
人
。
平
成
øÿ
年
度
に

指
定
管
理
者
へ
の
業
務
委
託
に
な
り

７
３
，
９
０
５
人
。
平
成
ùø
年
度

７
０
，
０
０
̔
人
，
平
成
ùú
年
度

６
６
，
２
０
６
人
。
こ
こ
ø÷
年
間
の

利
用
状
況
は
、
指
定
管
理
者
へ
業
務

を
委
託
し
た
平
成
øÿ
年
度
、
翌
øĀ
年

度
に
は
一

増
加
し
た
が
、
そ
れ
以

֎
は
減
少

向
に
あ
る
。

�

（
݈
߁
福
祉
部
長
）

問　

県
南
に
࢈

ൢ
ച
ళ
が
増
え

て
い
る
が
、「
宇
土
Ϛ
リ
ー
ナ
お
こ

し
き
館
」
の
ա
去
５
年
の
利
用
者
と

ച
り
上
げ
、
出
ՙ
ڠ
議
会
の
会
員
数

に
つ
い
て
。

　

利
用
者
は
、
平
成
ùø
年
度
が

約
６
７
１
千
人
、
平
成
ùù
年
度
が
約

６
４
９
千
人
、
平
成
ùú
年
度
が
約

６
２
７
千
人
、
平
成
ùû
年
度
が
約

６
０
０
千
人
。
ച
上
は
、
平
成
ùø
年

度
が
約
３
億
４
千
万
円
、
平
成
ùù
年

度
が
約
３
億
５
千
万
円
、
平
成
ùú
年

度
が
約
３
億
３
千
万
円
、
平
成
ùû
年

度
が
約
３
億
１
千
万
円
。
出
ՙ
ڠ
議

会
の
会
員
数
、
ա
去
３
年
間
の
推
移

は
、
平
成
ùú
年
度
は
１
̔
７
໊
、
平

成
ùû
年
度
は
１
６
９
໊
、
平
成
ùü
年

度
は
１
５
̔
໊
と
全
て
が
減
少

向

に
あ
る
。�

（
経
済
部
長
）

問　

委
託
ઌ
の
企
画
ྗ
、
ӡ
Ӧ
ྗ

に
つ
い
て
検
ূ
し
て
い
る
か
、
市
民

の
反
応
も
含
め
聞
き
た
い
。

　

委
託
後
の
評
Ձ
に
お
い
て
は
、

管
理
ӡ
Ӧ
が
事
業
計
画
通
り
の
ཤ
行
、

経
費
の
収
ࢧ
は
正
確
に
ॲ
理
さ
れ
て

い
る
か
が
主
な
߲
目
。
企
画
ྗ
、
ӡ

Ӧ
ྗ
を
明
確
に
評
Ձ
・
検
ূ
す
る
߲

目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
評

Ձ
方
法
等
に
つ
い
て
、
ઌ
進
事
例
等

を
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
企
画
部
長
）

ೝ


ͱ

త
ো
͕
͍
ऀ

問　

グ
ル
ー
プ
ϗ
ー
Ϝ
と
小
規
模

多
機
能
ϗ
ー
Ϝ
の
利
用
者
の
内
、
認

知
症
の

め
る
ׂ
合
に
つ
い
て
。

　

グ
ル
ー
プ
ϗ
ー
Ϝ
に
は
ûù
໊

の
方
が
入
所
さ
れ
全
て
が
認
知
症
の

方
。
３
つ
の
小
規
模
多
機
能
ϗ
ー
Ϝ

の
登

者
数
は
ýĀ
໊
、
う
ͪ
認
知
症

の
方
が
ûý
໊
、
ׂ
合
は
ýþ
％
と
な
っ

て
い
る
。�

（
݈
߁
福
祉
部
長
）

問　

小
中
学
校
の
ࢧ
ԉ
ク
ラ
ス
の

์
課
後
の
ډ
場
所
に
つ
い
て
。

　

ࢧ
ԉ
ク
ラ
ス
ࣇ
ಐ
に
ݶ
ら
ず

ো
が
い
を
࣋
つ
ࣇ
ಐ
を
受
け
入
れ
て

い
る
学
ಐ
ク
ラ
ブ
は
５
施
設
で
、
人

数
と
し
て
は
７
໊
の
ࣇ
ಐ
が
利
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
学
ಐ
保
育
と
は
別

に
ো
害
ࣇ
์
課
後
等
σ
イ
α
ー
ビ
ス

を
ఏ
ڙ
す
る
事
業
所
で
、
本
人
に

あ
っ
た
療
育
指
ಋ
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
øĀ
໊
の
ࣇ
ಐ
が
利
用
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
宇

市
と
ڠ
定
を
結
ん
で
、

ࢧ
ԉ
学
校
の
生
ె
が
์
課
後
タ
イ
Ϝ

ケ
ア
事
業
を
実
施
し
て
、
利
用
者
は

øú
໊
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
݈
߁
福
祉
部
長
）

宇土ϚϦーナお͜しき館

（
無
所
属
）

野
口
修
一
　
議
員

あじさいの湯・おこしき館の利用状況，認知症
高齢者と知的障がい者�
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Ұൠ࣭

҆
શ
ɾ
҆
৺
ͳ
·
ͪ
ͮ
͘

Γ
ͷ
औ

Έ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

市
民
ڞ
通
の
願
い
は
、
安
全
・

安
৺
で
স
إ
で

ら
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
本
市
の
ক
来
૾
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
最
も
多

か
っ
た
の
が
、
൜
ࡑ
が
少
な
く
安
৺

し
て

ら
せ
る

市
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
、
宇
土
市
૯
合
計
画

に
ܝ
げ
る
ま
ͪ
づ
く
り
の
取
組
み
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

　

み
ん
な
が
安
৺
ʂ

ら
し
を

क
り
自
然
を
क
る
ま
ͪ
づ
く
り
は
治

ࢁ
・
࠭
防
対
策
等
の
̔
つ
の
分

で

進
め
て
い
る
。
以
下
説
明
す
る
。

ʓ
治
ࢁ
・
࠭
防
対
策

　

本
年
度
は
、
網
田
地
区
に
て
事
業

を
進
め
る
。
網
津
地
区
等
に
つ
い
て

も
事
業
化
に
向
け
て
県
と
調
整
を

ਤ
っ
て
い
る
。

ʓ
治
水
対
策

　

特
に
、
長
部
田
等
の
高
潮
対
策
事

業
や
ݒ
案
だ
っ
た
緑
川
、

戸
川
の

高
潮
対
策
が
進
ん
で
い
る
。

ʓ
防
災
・
ফ
防
・
ٹ
急
体
制

　

避
難
道
の
整
備
を
ਤ
り
、
ま
た
ة

機
管
理
課
を
新
設
し
災
害
防
止
対
策

等
組
৫
の
ॆ
実
を
ਤ
っ
て
い
る
。

ʓ
防
൜
対
策

　

防
൜
意
ࣝ
の
ܒ
発
、
見
क
り
׆
ಈ

の
ڧ
化
及
び
防
൜
౮
の
新
設
を
進
め

て
い
る
。

ʓ
交
通
安
全
対
策

　

交
通
安
全
教
室
の
開
催
、
Χ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
や
Ψ
ー
υ
レ
ー
ル
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

ʓ
ফ
費
生
׆
対
策

　

相
ஊ
体
制
の
ॆ
実
、
出
前
講
座
の

開
催
等
ѱ
ಙ

法
ඃ
害
防
止
対
策
の

ॆ
実
を
ਤ
っ
て
い
る
。

ʓ

ڥ
保
全
対
策

　


ڥ
基
本
条
例
を
踏
ま
え
た

ڥ

基
本
計
画
に
基
づ
き
施
策
を
進
め
て

い
る
。

ʓ
廃
غ

ॲ
理
等
対
策

　

ΰ
ミ
の
減
量
化
や
࠶
ࢿ
ݯ
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。�

（
企
画
部
長
）

�

（
答
弁
は
一
部
を
抜
ਮ
）

問　

ࡢ
年
の
൜
ࡑ
の
発
生
状
況
と

防
൜
対
策
に
つ
い
て
。
本
市
に
お
け

る
൜
ࡑ
の
発
生
状
況
は
、
ࡢ
年
か
ら

高
い
状
ଶ
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後

の
防
൜
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

ࡢ
年
の
൜
ࡑ
発
生
率
が
県
下

の
中
で
も
高
か
っ
た
。
൜
ࡑ
の
中
で

一
൪
多
か
っ
た
の
が
、
自
స
車
౪
で

あ
り
、
そ
の

数
が
Χ
Ϊ
を
か
け
て

い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
そ
こ

で
Χ
Ϊ
か
け
の
重
要
ੑ
の
ܒ
発
׆
ಈ

を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
൜
ࡑ

止
ྗ
の
ڧ
化
の
た

め
に
は
、
ܯ
察
官
の
増
員
等
ܯ
察
ྗ

の
ڧ
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

宇
土
交
൪
の
ॆ
実
と
体
制
ڧ
化
に
つ

い
て
、
ࡢ
年
２
月
県
ܯ
本
部
長
と
宇


ܯ
察
ॺ
長
へ
要
望
書
を
ఏ
出
し
て

い
る
が
、
本
年
も
Ҿ
き
続
き
要
望
書

を
ఏ
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

�

（
市
民

ڥ
部
長
）

安全・安心なまちづくり
浜ށ川のߴை対ࡦ事

（
無
所
属
）

中
口
俊
宏
　
議
員
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ࢠ
Ͳ

ͷ
ಡ
ॻ

ڥ
ͷ
ਪ
進

ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

ਤ
書
館
で
आ
り
た
本
の
ཤ
ྺ

を
目
に
見
え
た
形
で
残
す
こ
と
が
で

き
る
「
ಡ
書
通
ா
」
を
ಋ
入
し
て
、

ಡ
書
意
ཉ
を
高
め
る
取
り
組
み
を
し

て
は
ど
う
か
。

　

今
後
、
ಡ
書
׆
ಈ
の
推
進
を

ਤ
る
面
か
ら
費
用
対
効
果
を
含
め
、

ಋ
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。�

（
教
育
部
長
）

問　

ಡ
み
聞
か
せ
の
ԫ
ۚ
期
と
も

い
わ
れ
る
３
ࡀ
ࣇ
͙
ら
い
を
対
象
に

「
セ
Χ
ン
υ
ブ
ッ
ク
」
事
業
と
し
て

本
の
プ
レ
θ
ン
ト
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　

ࢠ
ど
も
も
含
め
た
市
民
の
ಡ

書
׆
ಈ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
を
含
め
て
今
後
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

�

（
教
育
部
長
）


ࢱ
α
ồ
Ϗ
ε
ͷ

্
ʹ

ͭ
͍
ͯ

問　
「
Ի

コ
ー
υ
」
に
よ
る
目

の
ෆ
自
由
な
方
へ
の
情
報
ఏ
ڙ
と
、


ಡ
・

ච
ࢧ
ԉ
に
つ
い
て
。

　

視
֮
ো
が
い
者
へ
の
ࢧ
ԉ
と

し
て
は
、
日
ৗ
生
׆
用
۩
給
付
事
業

と
し
て
、
Ի

コ
ー
υ
ಡ
み
取
り


置
、
あ
る
い
は
ス
Ϛ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
を

利
用
す
る
場
合
の
ア
μ
プ
タ
ー
購
入

費
用
が
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
利
用
実

は
な
い
。
ま
た
、


ಡ
・

ච
の
ࢧ
ԉ
に
つ
い
て
も
、

地
域
生
׆
ࢧ
ԉ
事
業
の
中
に
意
ࢤ
ૄ

通
ࢧ
ԉ
事
業
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、

ま
だ
認
知
度
が

く
׆
用
さ
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
来
年
度
策

定
予
定
の
「
第
４
期
宇
土
市
ো
が
い

福
祉
計
画
」
策
定
の
際
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
関
係
ஂ
体
の
ヒ
Ϡ
リ
ン
グ

調
査
等
で
、
ど
の
よ
う
な
α
ー
ビ
ス

の
ఏ
ڙ
が
望
ま
れ
て
い
る
の
か
調
査

し
、
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
૭
ޱ
業
務

の
中
で
も

介
し
、
α
ー
ビ
ス
の
ఏ

ڙ
に
努
め
て
い
く
。

�

（
݈
߁
福
祉
部
長
）

問　

ো
が
い
の
あ
る
人
が
、
日
ৗ

生
׆
で
ࠔ
っ
た
時
に
、
必
要
な
ࢧ
ԉ

を
ٻ
め
る
た
め
に
携
帯
す
る
「
ϔ
ル

プ
Χ
ー
υ
」
が
あ
る
が
、
こ
の
ී
及

ଅ
進
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

個
人
情
報
の
関
係
が
あ
る
の

で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
ద

で
あ

る
の
か
、
ϔ
ル
プ
Χ
ー
υ
に
対
す
る

ニ
ー
ζ
を
調
査
し
、
検
討
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。� （
݈
߁
福
祉
部
長
）

௨
ֶ
路
ͷ
ަ
௨
҆
શ
֬
อ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

通
学
路
の
安
全
対
策
の
こ
れ

ま
で
の
経
ա
、
及
び
来
年
度
の
交
通

安
全
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
と

改
ળ
予
定
は
。

　
「
通
学
路
に
お
け
る
緊
急
合
同

点
検
」
で
ࣔ
さ
れ
た
ة
険
個
所
øĀ
個

所
の
う
ͪ
、
２
個
所
を
আ
き
対
策
済

み
。
当
֘
２
件
の
う
ͪ
１
件
は
宇


ܯ
察
ॺ
へ
の
要
望
事
߲
で
、
も
う
１

件
は
土

課
が
交
差
点
改
良
を
県
と

ڠ
議
中
で
あ
り
、
な
る
べ
く
早
く
解

決
出
来
る
よ
う
ಇ
き
ֻ
け
た
い
。
ùý

年
度
の
改
ળ
予
定
は
、
宇
土
౦
小
校

区
通
学
路
の
Χ
ラ
ー
ฮ

化
や
֎
側

線
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
町
通
り
大
型
車
両
通
行
規
制
に
併

せ
、
ゾ
ー
ン
ú÷
の
指
定
区
域
を
４
月

か
ら
設
定
し
、
ࣇ
ಐ
生
ె
の
登
下
校

の
安
全
確
保
を
ਤ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。�

　
（
教
育
部
長
）

本のプレゼントを読み聞かせ黄金期の３歳児へ
Βっ͜の時間（̌ʙ2͚ࡀのおはなし͔い）

（
公
明
党
）

芥
川
幸
子
　
議
員
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給食センター等の衛生管理の徹底を
学校څ৯の様子

ֶ
ߍ
څ
৯
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
等
で
の
ϊ
ϩ

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
。
Ӵ
生
管
理
目
的

の
調
査
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
う
が

い
・
ख
ચ
い
を
ప
ఈ
し
て
行
い
、
調

理
員
に
は
、
年
１
回
の
݈
߁
診
断
受

診
と
、
毎
月
２
回
の
検
ศ
受
検
を
ٛ

務
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ӵ
生
ݚ

修
会
を
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。

　

ै
業
員
が
ϊ
ϩ
ウ
イ
ル
ス
に
ײ
છ

し
た
場
合
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し

て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、

ઈ
対
に
出
ۈ
さ
せ
な
い
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
調
理
場
で
は
、
Ӵ
生
管
理

調
査
と
し
て
年
数
回
、
ࡋ
断
機
、
υ

ア
ϊ
ブ
、
ト
イ
レ
、
ざ
る
等
の
ࡉ
ە

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

次
に
、
ਬ
൧
や
ύ
ン


を
業
務

委
託
し
て
い
る
学
校
給
食
会
で
は
、

委
託
し
て
い
る
ਬ
൧
業
者
や
熊
本
県

ύ
ン
ڞ
同
組
合
等
を
対
象
に
、
毎
年

４
月
に
合
同
の
Ӵ
生
管
理
ݚ
修
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
年
１
回
、
保

݈
所
同
行
の
も
と
Ӵ
生
管
理
指
ಋ
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ϊ
ϩ
ウ
イ

ル
ス
の
ྲྀ
行
期
に
は
ख
ચ
い
・
う
が

い
の
指
ಋ
と
と
も
に
、
検
ศ
の
追
加

ఏ
出
を
ٻ
め
て
対
策
の
ڧ
化
に
努
め

て
い
る
。�

（
教
育
部
長
）

生
ଘ
ݖ
Λ
อ
ো
͢
Δ
生
׆

อ
ޢ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

平
成
ùü
年
̔
月
に
第
１
段
֊

と
し
て
の
生
׆
保
護
基
४
の
見

し

が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
生
׆

保
護
世
帯
へ
の
Ө
ڹ
と
保
護
基
४
見


し
が
他
制
度
へ
ど
の
よ
う
な
Ө
ڹ

を
与
え
る
の
か
。

　

見

し
前
と
比
ֱ
し
最

生

׆
費
が
減
っ
た
世
帯
は
þÿ
％
で
、
減

少
額
の
平
ۉ
は
一
世
帯
あ
た
り

６
５
０
円
。
増
え
た
世
帯
は
ùù
％
で
、

増
加
額
の
平
ۉ
は
１
世
帯
あ
た
り

２
５
１
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
の
見

し
に
よ
り
、

生
׆
保
護
が
廃
止
と
な
っ
た
世
帯
は

な
い
。

　

生
׆
保
護
基
४
の
見

し
が
他
の

制
度
へ
与
え
る
Ө
ڹ
に
つ
い
て
、
国

は
、
そ
れ
ͧ
れ
の
制
度
の
झ
ࢫ
や
目

的
、
実
ଶ
を
十
分
考
ྀ
し
な
が
ら
、

で
き
る
ݶ
り
そ
の
Ө
ڹ
が
及
ば
な
い

よ
う
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
的
考
え

方
と
し
て
い
る
。� （
݈
߁
福
祉
部
長
）

問　

生
׆
保
護
の
実
ଶ
に
つ
い
て
、

ա
去
５
年
間
の
推
移
は
。

　

保
護
人
員
は
、
平
成
ùø
年
度

１
９
２
໊
、
平
成
ùù
年
度
２
１
９
໊
、

平
成
ùú
年
度
２
２
７
໊
、
平
成
ùû
年

度
２
７
２
໊
、
平
成
ùü
年
度
３
２
２

໊
。
保
護
世
帯
数
は
、
平
成
ùø
年
度

１
５
６
世
帯
、
平
成
ùù
年
度
１
７
６

世
帯
、
平
成
ùú
年
度
１
̔
９
世
帯
、

平
成
ùû
年
度
２
１
６
世
帯
、
平
成
ùü

年
度
２
４
６
世
帯
（
と
も
に
平
成
ùü

年
度
に
つ
い
て
は
１
月
の
数

）。

こ
の
５
年
間
で
、
生
׆
保
護
人
員
は

１
３
０
໊
、
世
帯
数
は
Ā÷
世
帯
増
加

し
て
い
る
。

　

現
在
の
経
済
状
況
下
で
は
、
当
分

は
、
生
׆
保
護
世
帯
の
増
加

向
は

続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
、

必
要
な
人
に
ద

な
保
護
の
実
施
を

行
う
と
と
も
に
、
自
立
に
向
け
て
必

要
な
ࢧ
ԉ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
݈
߁
福
祉
部
長
）

（
無
所
属
）

樫
﨑
政
治
　
議
員
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ࣄ
ൃ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

ฮ

工
事
が
ಥ
出
し
て
行
わ

れ
て
い
る
が
、
土

関
係
業
者
へ
の

集
中
発
注
で
ࢧ
ো
は
な
い
の
か
。
通

年
、
ø÷
月
か
ら
øù
月
の
ฮ

工
事
は

３
千
万
円
程
度
だ
が
、
ùü
年
度
は

３
億
５
千
万
円
で
ಥ
出
し
て
い
る
。

例
年
に
な
い
工
事
箇
所
の
多
さ
に
、

બ
ڍ
対
策
で
は
と
の

も
聞
こ
え
て

く
る
が
、
今
年
度
の
工
事
発
注
が
ø÷

月
、
øø
月
、
øù
月
に
集
中
し
た
理
由

は
。

　

平
成
ùü
年
１
月
に
緊
急
経
済

対
策
で
国
か
ら
の
交
付
を
受
け
、
ûû

路
線
の
ฮ

修
સ
及
び
道
路
施
設
点

検
に
つ
い
て
、
平
成
ùü
年
１
回
宇
土

市
議
会
で
補
正
予
算
の
議
決
を
経
て
、

平
成
ùü
年
３
月
、
交
付
ۚ
の
交
付
申

請
を
行
い
、
補
助
対
象
事
業
費

３
億
９
千
ඦ
万
円
、
こ
れ
に
対
す
る

交
付
ۚ
額
２
億
１
千
５
ඦ
万
円
の
交

付
決
定
を
受
け
て
い
る
。

　

緊
急
経
済
対
策
事
業
は
、
øü
Χ
月

予
算
と
称
さ
れ
て
お
り
、
地
方
議
会

の
議
決
を
経
て
予
算
化
す
る
こ
と
と

な
り
実
際
に
は
平
成
ùû
年
度
予
算
を

܁
ӽ
し
て
、
平
成
ùü
年
度
の
øù
Χ
月

で
実
施
と
な
っ
た
。

　

ฮ

工
事
は
܁
ӽ
事
業
で
あ
り
本

年
度
中
に

ྃ
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
ùü
年
４
月
か
ら
４
ケ
月
の
期
間

で
測
量
設
計
を
実
施
し
、
そ
の
後
県

の
৹
査
を
受
け
て
順
次
発
注
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
工
事
の
発
注
時

期
が
ø÷
月
、
øø
月
に
多
く
な
っ
た
。�

�

（
ݐ
設
部
長
）

ެ
৬
બ
ڍ
๏
Ͱ
ͷ

ୗ
員
ͷ
地
Ґ

ར
༻
ʹ
Α
Δ
બ
ڍ
ӡ
ಈ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　


託
員
の
法
的
Ґ
置
づ
け
及

び
地
Ґ
利
用
に
よ
る
બ
ڍ
ӡ
ಈ
の
関

係
法
ྩ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　


託
員
の
法
的
Ґ
置
づ
け
に

つ
い
て
、

託
員
は
、
地
方
ެ
務
員

法
第
３
条
第
３
߲
第
３
号
に
規
定
す

る
特
別
職
に
属
す
る
ެ
務
員
と
な
っ

て
い
る
。

　

地
Ґ
利
用
に
よ
る
બ
ڍ
ӡ
ಈ
の
関

係
法
ྩ
に
つ
い
て
ެ
職
બ
ڍ
法
第

１
３
６
条
の
２
に
よ
り
、
全
て
の
ެ

務
員
は
、
そ
の
地
Ґ
を
利
用
し
て
બ

ڍ
ӡ
ಈ
を
す
る
こ
と
が
ې
止
さ
れ
て

い
る
。

　


託
員
は
特
別
職
の
ެ
務
員
で
あ

り
地
方
ެ
務
員
法
第
úý
条
の
一
般
の

地
方
ެ
務
員
の
政
治
的
行
ҝ
の
制
ݶ

の
ద
用
は
受
け
な
い
が
、
地
Ґ
を
利

用
し
た
બ
ڍ
ӡ
ಈ
を
す
る
こ
と
は
ې

止
さ
れ
て
い
る
。

�

（
બ
管
事
務
ہ
長
）

問　

市
長
は

託
会
・
区
長
の
બ

ڍ
׆
ಈ
（
ӡ
ಈ
）
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
見
解
を
࣋
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　


託
員
は
、
特
別
職
の
ެ
務

員
で
あ
り
、
地
Ґ
を
利
用
し
た
બ
ڍ

ӡ
ಈ
は
ې
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認

ࣝ
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
政
治
的
行
ҝ
の
制
ݶ
の

ద
用
は
受
け
て
い
な
い
。
地
Ґ
を
利

用
し
な
け
れ
ば
બ
ڍ
ӡ
ಈ
に
つ
い
て

は
、
規
制
が
な
い
と
考
え
る
。

　

区
長
と

託
員
と
い
う
２
面
ੑ
が

あ
る
が
、
区
の

ද
者
た
る
区
長
の

立
場
で
応
ԉ
さ
れ
る
こ
と
は
容
認
さ

れ
る
も
の
で
な
い
か
と

断
し
て
い

る
。

　

΄
と
ん
ど
の

託
員
の
օ
様
が
区

長
で
あ
り
、
区
長
と
し
て
の
立
場
で

の
બ
ڍ
ӡ
ಈ
は
、
規
制
が
な
い
と
考

え
る
。�

（
市
長
）

市内全域，道路舗装工事発注に疑問の声
௨年，10݄ʙ12݄のฮ事は̏ઍສԁఔ，2�年は̏Ա̑ઍສԁでಥ出

（
愛
市
同
友
会
）

九
谷
新
吾
　
議
員
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Ұൠ࣭

ધ


ଂ
࠶
生
ࣄ
ۀ
ʹ
ͭ

͍
ͯ

問　

船
場
川
蔵
࠶
生
事
業
は
ど
の

よ
う
な
ஂ
体
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で

計
画
さ
れ
た
の
か
。

　

宇
土
市

工
会
ݐ
設
業
部
会

を
は
じ
め

工
会
ঁ
ੑ
部
、
観
光


࢈
ڠ
会
、
地
域
ஂ
体
、
農
業
ै
事
者

な
ど
が
ϝ
ン
バ
ー
と
な
り
、
地
域
住

民
自
ら
の
ख
で
市
の
地
域
ࢿ
ݯ
を
׆

用
し
た
様
々
な
׆
ಈ
を
通
じ
、
地
域

及
び
市
の
׆
ੑ
化
を
ਤ
る
こ
と
を
目

的
に
、
船
場
川
「
蔵
の
会
」
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
の
船
場
川
蔵
の
会
が
、

県
の
補
助
事
業
を
׆
用
し
、
船
場
川

の
෩
情
を
׆
か
し
た
古
蔵
࠶
生
事
業

で
、
個
人
が
所
有
さ
れ
て
い
る
蔵
の

改
修
を
行
い
、
地
域
ີ
ண
型
の
多
目

的
交
ྲྀ
館
と
し
て
、
ٳ
ܜ
ス
ペ
ー
ス

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、

作

料
理
を
ఏ
ڙ
し
て
い
く
船
場
蔵
屋
ෑ

を
計
画
さ
れ
た
。�

（
企
画
部
長
）

問　

こ
の
ま
ͪ
づ
く
り
ஂ
体
を
ࢧ

ԉ
、
育
成
す
る
立
場
と
し
て
、
市
は

ど
の
よ
う
な
指
ಋ
を
し
た
の
か
。

　

船
場
川
蔵
の
会
に
対
し
て
、

市
か
ら
の
指
ಋ
・
助
ݴ
を
す
る
ൣ
ғ

に
つ
い
て
は
、「
う
と
ん
交
ྲྀ
館
船

場
蔵
屋
ෑ
の
管
理
ӡ
Ӧ
に
関
す
る
֮

書
」
に
お
い
て
、
定
め
て
い
る
。

　

֮
書
で
は
、
ᶃ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
高
め
、
地
域
発
ల
に
د
与
す

る
交
ྲྀ
ڌ
点
と
し
て
の
事
業
を
ల
開

す
る
こ
と
。
ᶄ
୭
も
が
ؾ
ܰ
に
立
ͪ

د
れ
る
交
ྲྀ
の
場
と
し
て
宇
土
市
の

観
光
情
報
等
の
ఏ
ڙ
や
船
場
川
ք
۾

を
ࢄ
策
す
る
来
๚
者
の
ト
イ
レ

用

な
ど
ެ
ڞ
的
な
役
ׂ
を
୲
う
施
設
と

し
て
ӡ
Ӧ
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な

׆
ಈ
が
で
き
な
い
と

断
し
た
と
き

は
、
市
が
指
ಋ
・
助
ݴ
を
行
い
、
改

ળ
が
見
込
め
な
い
と

断
し
た
場
合
、

市
は
船
場
川
蔵
の
会
に
対
し
、
補
助

ۚ
・
助
成
ۚ
の
ฦ
ؐ
を
ٻ
め
る
と
し

て
い
る
。�

（
企
画
部
長
）

問　

蔵
࠶
生
事
業
に
お
い
て
、
そ

の
中
৺
的
な
׆
ಈ
を
୲
っ
て
き
た
レ

ス
ト
ラ
ン
部
分
が
ࡢ
年

に
ఫ
ୀ
し

た
事
に
つ
い
て
、
施
設
自
体
の
׆
ಈ

が
本
来
の
最

ݶ
に
な
っ
て
い
る
事

ଶ
、
今
後
の
ల
開
次
第
で
は
、
֮
書

に
あ
る
よ
う
な
、
補
助
ۚ
ฦ
ؐ
も
考

え
ら
れ
る
。
今
後
の
事
業
ల
開
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
そ
し
て
、
こ
の
整
備
を

行
っ
た
ஂ
体
に
つ
い
て
、
今
後
は
ど

の
よ
う
な
指
ಋ
を
し
て
い
く
つ
も
り

か
。

　

地
域
住
民
で
組
৫
す
る
地
域

׆
ಈ
ஂ
体
の
船
場
川
蔵
の
会
が
地
域

の
׆
ੑ
化
の
た
め
自
ら
の
ࢲ
財
を


入
し
て
ま
で
も
、
׆
ಈ
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
事
業
を
成
ޭ
さ
せ
る
た
め

に
も
ӡ
Ӧ
状
況
の
把
握
、
ઌ
進
地
の

事
例
等
を

介
し
、
定
期
的
に
指

ಋ
・
助
ݴ
を
行
っ
て
い
く
。
た
だ
、

自
主
ӡ
Ӧ
で
ؤ
ு
ろ
う
と
し
て
い
る

地
域
ஂ
体
に
対
し
て
市
が
関
与
し
す

͗
る
と
自
主
ੑ
の
機
ӡ
を
下
げ
て
し

ま
う
ڪ
れ
が
あ
る
の
で
、
今
後
も
、

船
場
川
蔵
の
会
の
み
な
ら
ず
、
地
域

׆
ಈ
に
ਫ਼
一
ഋ
取
り
組
ん
で
い
る
ஂ

体
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
ࢧ
ԉ
・
α
ϙ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

�

（
企
画
部
長
）

船場川蔵再生事業への関わりについて
ધڮք۾は宇土本ொのである

（
無
所
属
）

平
江
光
輝
　
議
員
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Ұൠ࣭

ਫ
道
ا
ۀ
ஂ
ͱ
ͷ
ड
ਫ
ྔ

ڙ
څ
୯
Ձ
ͷ
ݟ

͠
Λ

問　

宇
土
市
は
、
上
天
草
・
宇


水
道
企
業
ஂ
よ
り
水
を
購
入
し
て
い

る
。
そ
の
購
入
費
が
水
道
料
ച
り
上

げ
の
４
ׂ
以
上
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

経
Ӧ
は
大
変
ݫ
し
い
状
況
に
あ
る
。

企
業
ஂ
と
受
水
量
、
ڙ
給
୯
Ձ
の
見


し
を
行
う
べ
き
だ
。

　

水
道
企
業
ஂ
と
క
結
し
て
い

る
ڠ
定
条
߲
に
は
、
給
水
量
や
ڙ
給

୯
Ձ
に
つ
い
て
、
ڠ
議
し
て
決
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
今
日

ま
で
水
量
や
୯
Ձ
に
つ
い
て
の
大
き

な
見

し
は
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
水
道
企
業
ஂ
の

安
定
経
Ӧ
を
࣋
続
さ
せ
、
企
業
ஂ
ߏ

成
４
市
へ
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水

を
安
定
的
に
ڙ
給
さ
せ
る
た
め
に
な

さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

見

し
等
に
つ
い
て
は
、
企
業
ஂ
事

務
ہ
と
ߏ
成
４
市
の
水
道
୲
当
ہ
・

課
長
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現

在
、
策
定
中
の
企
業
ஂ
中
長
期
財
政

計
画
書
の
策
定
後
は
、
よ
り
ਂ
い
議

論
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
う
し
、
ࢲ

も
企
業
長
と
し
て
の
立
場
も
あ
る
が
、

宇
土
市
長
と
し
て
市
の
水
道
経
Ӧ
が

少
し
で
も
改
ળ
で
き
る
方
策
を
見
出

す
努
ྗ
を
੯
し
ま
な
い
つ
も
り
で
あ

る
。�

（
市
長
）

ళ
ฮ
ͷ
վ


設
උ
ͷ
ߋ
৽

ʹ
Ϧ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
ॿ

੍

Λ

問　

住
宅
リ
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
助
成
制
度

は
大
変
好
評
で
あ
る
。
こ
の
助
成
制

度
を
、
大
型
ళ
の
進
出
や
ফ
費
税
増

税
で
苦
し
ん
で
い
る
中
小
業
者
の
ࢧ

ԉ
策
と
し
て
ళ
ฮ
の
改

や
設
備
の

更
新
等
に
助
成
制
度
を
֦
大
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を

今
回
の
議
会
に
ఏ
案
し
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
中
小
企
業
の
振
興
に
関
し
、

基
本
理
念
及
び
基
本
方
針
を
定
め
、

݈
全
な
発
ల
を
ଅ
進
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
今
後
も
Ҿ
き
続
き
中
小
企

業
者
に
対
す
る
振
興
策
に
つ
い
て
、

調
査
ݚ
ڀ
し
な
が
ら
よ
り
良
い
施
策

を
検
討
し
て
い
く
。�

（
経
済
部
長
）

հ
ޢ
อ
ݥ
ͷ
վ
ѱ

ڐ
͞
Ε

ͳ
͍

問　

国
の
介
護
保
険
制
度
の
改
ѱ

が
進
行
し
て
い
る
。

ᶃ
要
ࢧ
ԉ
１
と
２
に
認
定
さ
れ
た
人

に
対
し
、
๚
問
介
護
と
通
所
介
護
を

ެ
的
介
護
の
対
象
か
ら
は
ず
す
。

ᶄ
特
別
養
護

人
ϗ
ー
Ϝ
の
入
所
を

原
ଇ
要
介
護
３
か
ら
と
す
る
。

ᶅ
一
定
以
上
の
収
入
の
あ
る
人
は
利

用
料
ۚ
を
今
の
１
ׂ
か
ら
２
ׂ
ෛ
୲

と
す
る
。

な
ど
で
あ
る
。
こ
ん
な
改
ѱ
は
ڐ
さ

れ
な
い
。
現
場
か
ら

を
上
げ
、
改

ળ
を
ٻ
め
る
べ
き
だ
。

　

国
の
介
護
保
険
制
度
の
見


し
は
、
現
在
も
進
行
中
の

で
あ
り
、

平
成
ùý
年
度
に
お
い
て
第
６
次
介
護

保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、

様
々
な
情
報
が
入
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。
今
後
、
要
ࢧ
ԉ
者
へ
の
多
様

な
ニ
ー
ζ
に
応
え
る
よ
う
地
域
ࢧ
ԉ

事
業
の
ॆ
実
、
地
域
แ
ׅ
ケ
ア
γ
ス

テ
Ϝ
ߏ
ங
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
国
等
に
対
し
て
も
、
市
町
ଜ
の
実

情
を
ૌ
え
、
ෛ
୲
増
加
が
な
い
よ
う
、

市
長
会
等
を
通
じ
要
望
し
て
い
く
。

�

（
݈
߁
福
祉
部
長
）

介護保険制度の改悪は許されない
より充実するよう国に求めよ

市役所本ிࣷ

（
日
本
共
産
党
）

福
田
慧
一
　
議
員
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報告委員会

総
務
市
民

総
務
部
・
企
画
部
・
市
民
環
境
部
・
そ
の
他
を
所
管

経
済
建
設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

　

論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
職
員
給
与
削
減
に
伴
う
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、「
国
か
ら
職

員
給
与
の
減
額
要
請
を
受
け
て
給
与
削
減

を
行
っ
た
自
治
体
に
対
す
る
地
方
交
付
税

の
優
遇
措
置
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
給
与
削

減
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
当
然
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
と
し
て
交
付
税
算
定
の
中
で
行
わ

れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
本
市
は
、

給
与
削
減
を
含
め
、
様
々
な
加
算
要
素
が

今
回
多
か
っ
た
の
で
、
予
想
し
て
い
た
よ

り
交
付
税
は
伸
び
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
国
の
補
正
予
算
第
１
号
に
か
か

る
経
済
対
策
分
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら

「
今
、
財
政
課
の
方
で
把
握
し
て
い
る
事

業
予
算
が
、
３
億
２
千
万
程
度
あ
る
が
、

国
庫
補
助
の
内
容
や
起
債
の
状
況
等
の
取

り
扱
い
が
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
て
お

ら
ず
追
加
補
正
が
組
め
な
い
の
で
、
専
決

と
い
う
形
で
お
願
い
し
た
い
。」
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
「
平
成
ùü
年
度
ま
で
緊
急
雇
用
対

策
で
市
の
業
務
、
特
に
教
育
委
員
会
（
学

校
関
係
）
は
人
材
確
保
が
出
来
て
い
た
と

思
う
が
、
ùý
年
度
の
対
策
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
「
毎
年
所
属
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
お
り
、
個
別
に
業
務
の
進
め
方
や

人
員
、
翌
年
度
の
人
事
配
置
に
向
け
た
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
併
せ
て
、
特
殊
事
情

が
あ
る
場
合
に
関
し
て
は
補
填
す
る
よ
う

な
形
で
対
応
し
て
い
る
の
で
、
現
状
で
は

大
丈
夫
と
理
解
し
て
い
る
。」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
地
方
バ
ス
路
線
補
助
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
「
路
線
バ
ス
に
対
す
る
補
助
額

は
年
々
増
額
し
て
い
る
が
、
今
後
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。」
の
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
近
隣
市
と
の
兼
ね

合
い
や
小
学
生
の
通
学
車
両
で
も
あ
り
、

現
在
、
三
角
―
宇
土
間
の
乗
降
調
査
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
調
査
結
果
を

も
と
に
検
討
を
進
め
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
町
通
り
の
通
行
規
制
に
つ
い

て
、
執
行
部
か
ら
「
３
月
ùû
日
（
月
）
９

時
～
南
段
原
町
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
交

差
点
～
本
町
３
丁
目
交
差
点
ま
で
の
区
間
、

大
型
車
両
の
通
行
規
制
が
始
ま
る
。
そ
れ

と
併
せ
て
、
周
辺
区
域
を
ú÷
㎞
速
度
規
制

の
【
ゾ
ー
ン
ú÷
】
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。
周

知
に
関
し
て
は
、
３
月
号
の
広
報
紙
及
び

周
辺
箇
所
へ
立
て
看
板
の
設
置
等
で
対
応

す
る
。」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ

り
ま
す
が
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま

し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

౻Ҫܚๆҕһ

　

論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
ùý
年
度
一
般
会
計
予
算
の
農
道
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
北
部
農
道
が
７
０
０

万
円
、
南
部
農
免
農
道
が
ü÷
万
円
の
予
算
と
い
う
こ

と
だ
が
、
事
業
の
進
捗
は
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
北
部
農
道
は
、
す
で
に
橋
が
開
通
し

た
の
で
、
橋
か
ら
üþ
号
線
ま
で
の
事
業
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
事
業
計
画
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、

現
在
、
周
辺
受
益
者
の
同
意
書
を
取
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
測
量
、
用
地
の
買
収
に
入
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
南
部
農
免
農
道
に
つ
い
て
は
、
未
登
記
の
用

地
が
あ
り
、
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
と
工
事
が

進
め
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
「
問
題
解
決
の

見
通
し
は
立
っ
て
い
る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
３
件
の
未
登
記
が
あ
り
、
相
続
人
の

数
も
多
い
た
め
、
県
も
苦
労
さ
れ
て
お
り
、
も
う
し

ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
委
員
か
ら
「
費
用
対
効
果
を
考
え
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
は
廃
止
を
す
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
こ
こ
で
開
催
さ
れ
て
い
た
お
地
蔵
さ
ん
と
硯
の

制
作
講
座
は
場
所
を
移
し
て
事
業
継
続
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
理
由
は
な
に
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
は
、
工
房

と
会
議
室
が
あ
り
、
会
議
室
の
利
用
が
少
な
い
状
況

だ
っ
た
。
家
賃
や
管
理
人
の
人
件
費
等
の
費
用
対
効

果
を
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
は
廃
止
と
し
た

が
、
お
地
蔵
さ
ん
と
硯
の
制
作
講
座
は
好
評
で
あ
る

た
め
継
続
と
し
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
、
事
業
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
順
次
、
委
員
会
に
報
告
を
す
る
よ
う
に
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
宇
土
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
「
基
本
理
念
や
基
本
方
針
が
定
め
て

あ
る
が
、
こ
の
内
容
は
今
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
で
は
な
い
の
か
。
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

で
何
が
変
わ
る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
「
条
例
と
し
て
明
文
化
を
し
、
今
後
条
例
に

基
づ
い
て
様
々
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
ùý
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
「
有
収
率
は
Ā÷
％
を
超
え
て
い
る
と

思
う
が
、
漏
水
調
査
委
託
料
が
４
０
０
万
円
計
上
し

て
あ
る
。
こ
れ
は
見
込
み
で
の
予
算
計
上
な
の
か
、

実
際
に
調
査
を
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
。」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
市
で
は
上
水
道
区

域
を
２
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
お
り
、
隔
年
で
漏
水

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
調
査
を
行
わ
な
か
っ

た
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
実
施
し
、
漏
水
対

応
す
る
こ
と
で
有
収
率
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
委
員
か

ら
「
配
水
管
の
改
良
工
事
で
３
，
２
５
０
万
円
計
上

し
て
あ
る
が
、
漏
水
調
査
と
関
連
は
あ
る
の
か
。」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
漏
水
調
査
の
結

果
、
修
理
が
多
い
路
線
は
、
古
い
ビ
ニ
ー
ル
管
が
布

設
し
て
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
う
い
っ
た
路
線
を
重

点
的
に
配
管
替
え
を
行
っ
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
諮
問
第
１
号
に
つ
い
て
も
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
答
申
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

ևࢠҕһ
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報告委員会

　

去
る
２
月
øĀ
日
、
執
行
部
出
席
の
も
と
本

委
員
会
を
開
催
し
、
現
在
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、「
熊
本
・
宇
土
道
路
」
の
用
地
取

得
の
状
況
に
つ
い
て
。
宇
土
市
側
で
は
、
面

積
ベ
ー
ス
で
１
，
２
０
０
㎡
増
、
１
・
０
％

の
伸
び
率
で
、
計
画
面
積
に
対
す
る
取
得
済

面
積
比
率
は
、
ĀĀ
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
権
者
ベ
ー
ス
で
は
、
1
人
増
、
１
・

２
％
の
伸
び
率
で
、
地
権
者
数
に
対
す
る
購

入
済
者
比
率
は
、
Āú
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
、
未
買
収
の
用
地
は
３
０
０
㎡

を
残
す
の
み
で
す
。
な
お
、
熊
本
市
側
で
は

用
地
取
得
の
進
捗
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

工
事
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
宇
土
市
側
、

熊
本
市
側
合
わ
せ
て
４
件
の
地
盤
改
良
工
事

が
竣
工
し
、
新
た
に
３
件
の
地
盤
改
良
工
事

と
、（
仮
称
）
緑
川
大
橋
の
宇
土
市
側
の
下

部
工
工
事
が
発
注
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
ま
し

た
が
、
２
月
１
日
に
熊
本
宇
土
道
路
と
緑
川

高
潮
堤
防
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地
元
住
民

等
を
対
象
と
し
た
工
事
現
場
見
学
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
宇
土
道
路
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

前
回
の
報
告
に
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
ト
ン

ネ
ル
設
計
に
伴
う
「
井
戸
・
湧
水
利
用
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
対
象

は
網
田
、
網
津
、
緑
川
の
各
地
区
の
沿
線
約

９
０
０
世
帯
で
、
現
在
、
集
計
作
業
中
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
用

地
幅
杭
の
打
設
に
伴
う
説
明
会
を
地
元
役
員

等
に
対
し
て
２
月
ùû
日
に
、
地
元
住
民
、
地

権
者
に
対
し
て
は
３
月
øþ
日
か
ら
øĀ
日
に
か

け
て
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
回
の
委
員
会
の
中
で
、
委
員
か

ら
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
熊
本
宇
土
道
路
の
工

事
車
両
の
安
全
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊

本
河
川
国
道
事
務
所
へ
即
日
要
望
を
行
っ
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で
論
議

さ
れ
ま
し
た
主
な
内
容
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
委
員
か
ら
「
熊
本
宇
土
道
路
が
既

存
の
市
道
等
と
交
差
す
る
地
点
で
、
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
が
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
埋
め

立
て
て
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
が
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
盛
土
で

埋
め
る
。
側
道
が
整
備
さ
れ
る
の
で
、
側
道

で
つ
な
い
で
い
く
形
に
な
る
。」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
１

日
も
早
い
熊
本
・
天
草
幹
線
道
路
の
全
線
開

通
を
め
ざ
し
て
、
今
後
も
官
民
一
体
と
な
り
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会

ޱଟඒ༤ҕһ

　

論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
「
国
に
お
い
て
す
で
に
認
知

症
施
策
推
進
５
か
年
計
画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
）
が
策
定
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
在
宅
介

護
・
小
規
模
多
機
能
施
設
等
を
重
視
し
て
あ

る
が
、
今
後
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
「
国
に
お
い
て
は
、
在
宅
介
護
に
主
眼
を

置
い
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
症
対
策
に
つ
い

て
も
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
地
域
を
含
め
た

と
こ
ろ
で
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
そ

れ
ら
の
情
報
を
十
分
に
取
り
入
れ
た
計
画
書

を
策
定
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

「
医
療
費
増
額
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

糖
尿
病
に
な
り
透
析
治
療
を
受
け
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
、
年
々
、
医
療

費
が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
最
近
で
は
、
抗
が
ん
剤
等
の

注
射
の
申
請
に
よ
り
、
が
ん
な
ど
の
診
察
が

多
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
船
場
橋
周
辺
の
景
観
」
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
、
橋
の
両
岸
に
は
、
あ
じ
さ

い
な
ど
が
植
栽
さ
れ
て
、
き
れ
い
で
あ
る
。

し
か
し
植
樹
帯
を
形
成
す
る
杭
が
、
古
く

な
っ
て
景
観
を
損
ね
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
っ
て
い
く
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
指
定
文
化
財
の
管
理
経
費
と

し
て
、
来
年
度
か
ら
３
か
年
か
け
て
修
理
し

て
い
く
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
護
岸
の
関
係

も
あ
る
の
で
、
一
度
に
抜
き
と
る
の
で
は
な

く
、
腐
食
し
た
と
こ
ろ
を
修
理
し
て
い
く
方

法
を
取
り
た
い
。」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
市
民
体
育
館
太
陽
光
発
電
設
備

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、「
整

備
の
規
模
は
大
き
な
も
の
か
。」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
市
民
体
育
館
が
災

害
時
の
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
停
電

に
備
え
て
太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備
す
る
も

の
で
あ
り
、
屋
根
の
一
部
に
設
置
し
、
併
せ

て
蓄
電
池
も
設
置
す
る
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り

ま
す
が
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た

議
案
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
ùû
号
、
第
ùü
号
、

第
ùĀ
号
並
び
に
議
案
第
úø
号
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
議
案
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

தޱढ़ҕһ
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【市長提出議案】
議Ҋ൪߸ ݅　　　໊ ୗ委員会 議ܾの݁Ռ
第ú߸ 宇土市職員定例の一෦をվ正する例にͭいて 総務市民 Ҋ可ܾݪ
第û߸ ಛผ職の職員で非ৗۈのものの報ुٴͼ費用หঈにؔする例の一෦をվ正する例にͭいて 総務市民 ʏ
第ü߸ 宇土市一ൠ職の職員のڅ༩にؔする例の一෦をվ正する例にͭいて 総務市民 ʏ
第ý߸ 宇土市情報公開・ݸਓ情報อޢ৹ࠪ会例の一෦をվ正する例にͭいて 総務市民 ʏ
第þ߸ 宇土市税ऩのಛ例にؔする例の一෦をվ正する例にͭいて 総務市民 ʏ
第ÿ߸ 宇土市中খۀاৼجڵ本例にͭいて 経済建設 ʏ
第Ā߸ 宇土市コϛϡニテΟϋεの設置ٴͼཧにؔする例をഇࢭする例にͭいて 経済建設 ʏ
第ø÷߸ 宇土市公ڞԼਫಓӡӦۚج例をഇࢭする例にͭいて 経済建設 ʏ
第øø߸ 宇土市立学校ମҭࢪ設の用にؔする例の一෦をվ正する例にͭいて 文教厚生 ʏ
第øù߸ にͭいてߋͼ規の一෦มٴগݮମののஂڞ市ொଜ૯߹事務߹を৫するํ公ݝ本۽ ૯務市民 ʏ

第øú߸ 宇土市ಓ࿏線のഇࢭにͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第øû߸ 宇土市ಓ࿏線のೝ定にͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第øü߸ 宇土市ಓ࿏線のมߋにͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第øý߸ 平成ùü年宇土市一ൠ会ิܭ正༧ࢉ（第̑߸）にͭいて
૯務市民
設ݐࡁܦ
จްڭ生

ʏ

第øþ߸ 平成ùü年宇土市国民݈߁อݥಛผ会ิܭ正༧ࢉ（第̏߸）にͭいて จްڭ生 ʏ

第øÿ߸ 平成ùü年宇土市؆қਫಓ事ۀಛผ会ิܭ正༧ࢉ（第̐߸）にͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第øĀ߸ 平成ùü年宇土市学ۚجಛผ会ิܭ正༧ࢉ（第1߸）にͭいて จްڭ生 ʏ

第ù÷߸ 平成ùü年宇土市公ڞԼਫಓ事ۀಛผ会ิܭ正༧ࢉ（第̐߸）にͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第ùø߸ 平成ùü年宇土市հޢอݥಛผ会ิܭ正༧ࢉ（第̏߸）にͭいて จްڭ生 ʏ

第ùù߸ 平成ùü年宇土市ۀړ集མഉਫࢪ設උ事ۀಛผ会ิܭ正༧ࢉ（第1߸）にͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第ùú߸ 平成ùü年宇土市ྸߴظޙ者ҩྍಛผ会ิܭ正༧ࢉ（第2߸）にͭいて จްڭ生 ʏ

第ùû߸ 平成ùý年宇土市一ൠ会ܭ༧ࢉにͭいて
૯務市民
設ݐࡁܦ
จްڭ生

ʏ

第ùü߸ 平成ùý年宇土市国民݈߁อݥಛผ会ܭ༧ࢉにͭいて จްڭ生 ʏ

第ùý߸ 平成ùý年宇土市؆қਫಓ事ۀಛผ会ܭ༧ࢉにͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第ùþ߸ 平成ùý年宇土市ஈݪ土۠ըཧ事ۀಛผ会ܭ༧ࢉにͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第ùÿ߸ 平成ùý年宇土市学ۚجಛผ会ܭ༧ࢉにͭいて จްڭ生 ʏ

第ùĀ߸ 平成ùý年宇土市հޢอݥಛผ会ܭ༧ࢉにͭいて จްڭ生 ʏ

第ú÷߸ 平成ùý年宇土市ۀړ集མഉਫࢪ設උ事ۀಛผ会ܭ༧ࢉにͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

第úø߸ 平成ùý年宇土市ྸߴظޙ者ҩྍಛผ会ܭ༧ࢉにͭいて จްڭ生 ʏ
第úù߸ 平成ùý年宇土市ਫಓ事ۀ会ܭ༧ࢉにͭいて 設ݐࡁܦ ʏ
第��߸ 平成ùý年宇土市公ڞԼਫಓ事ۀ会ܭ༧ࢉにͭいて 設ݐࡁܦ ʏ

߸第1ࢾ ೲॲに対するҟ議ਃ立てにるܾ定にͭいて 設ݐࡁܦ Ҋਃݪ

߸第2ࢾ ਓݖ༴ޢ委員ީิ者のਪનにͭきҙݟをٻめる͜とにͭいて ʏ

߸第̏ࢾ ਓݖ༴ޢ委員ީิ者のਪનにͭきҙݟをٻめる͜とにͭいて ʏ

߸第̐ࢾ ਓݖ༴ޢ委員ީิ者のਪનにͭきҙݟをٻめる͜とにͭいて ʏ

߸第̑ࢾ ೲॲに対するҟ議ਃ立てにるܾ定にͭいて ʏ

【報告】
報ࠂ൪߸ ݅　　　໊

第1߸ 専ܾॲの報ࠂにͭいて　専ܾ第1߸　ଛഛঈֹのܾ定にͭいて

第2߸ 専ܾॲの報ࠂにͭいて　専ܾ第2߸　ૌ͑のఏىにͭいて

【請願・陳情】
डཧ൪߸ 　情　の　݅　໊ ୗ委員会 議ܾ݁Ռ

情 平成2�年
1

ʮ͜͜Ζの݈߁をकりਪ進するج本๏ʯの੍定をٻめるҙݟ書ఏ出にؔ
する情 จްڭ生 継ଓ৹ࠪ

ฏ��第̍ճӉ市議会ఆྫ会議ܾ݁ՌҰཡ
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うと市議会だより　第45号 14

市議会からのお知らせ

　今年の桜は、あっという間に満開になって風雨に打たれて瞬く間に散ってしまいました。
　今年も、春の訪れとともに若者達が進学、就職へと旅立って行きました。現代は、非正規雇用の増加に
よって、大学、専門学校を出ても就職難という厳しい就職環境になっています。
　消費増税に伴う負担増、値上げもあり国民生活も厳しくなっております。
　宇土市議会も、市民が将来に対して希望を持ち安心安全な宇土市を発展させるために尚一層の精進をし
て参ります。
� 編集委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
� 　委員長／浜口多美雄　副委員長／芥川幸子　委員／藤井慶峰　委員／中口俊宏

編 集 後 記

　市議会のホームページで，本会議（定例
会・臨時会）の会議録を公開しています。

[アドレス]
  http://www.city.uto.kumamoto.jp/
　本会議の会議録（冊子）は，市情報公開
コーナー（市役所1階ロビー），市立図書館
で閲覧できます。
　なお，平成26年第1回定例会の会議録は，
平成26年第2回定例会以降に閲覧可能です。

◎生中継（ライブ放送）
　議会開会中，本会議（定例会・臨時会）の
模様を生中継で市役所1階ロビー・網津支
所・網田支所に設置されているテレビモニ
ターでご覧になれます。

[お問い合せ] 
　市議会事務局　0964－22－1111
　　　　　　　　内線2611
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市議会では市民の皆さんの生活に密着した問
題が審議されています。身近な市政を知るた
めに，ぜひ一度傍聴してみませんか。
◇	議会傍聴席は市役所議会棟2階の議場内
にあります。傍聴席入口で必要事項をご
記入のうえ，席へお着きください。また，
委員会傍聴については議会事務局にて受
付をお願いします。

◇	本会議の傍聴席の定員は50人です。
◇	委員会傍聴については，委員会室の広さ・
内容等により人員を制限する場合があり
ますのでご了承ください。

◇	原則として，本会議，委員会は午前10時
開会ですが，議事の都合で変更する場合
があります。

◇	本会議傍聴の際は，傍聴席入口に掲示の
注意事項をお守りください。

平成26年　第２回定例会会期日程
第2回定例会の日程は，市議会ホームページをご覧になるか，議会事務局までお問い合わせください。

交通問題対策議員連盟
　春の全国交通安全運動（4／6～4／15）に伴い，4
月10日（木）に宇土市民会館前で街頭キャンペーンが行わ
れました。
　市議会の交通問題対策議員連盟も街頭キャンペーンに参
加し，交通安全を訴えました。

　議員連盟が市執行部とともに実現に向けて取り組んできました本町通り大型車両通行規制
が，3月24日（月）午前9時から開始されました。併せてゾーン30の指定区域を設定しました。

※ゾーン30とは・・生活道路における歩
行者等の安全な通行を確保することを目
的として，区域（ゾーン）を定めて時速
30キロの速度規制を実施し，その区域の
抜け道利用や自動車の走行速度を抑制す
ることで，歩行者等の安全を確保するも
のです。

街頭キャンペーン

大型車両進入禁止標識 ゾーン30表示
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